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議事概要 

藤沢市政策会議を次のとおり開催した。 

会議名 令和３年度第７回政策会議 

開催日 ２０２１年（令和３年）７月２９日（木）８：３０～９：０１ 

場 所 本庁舎７階 災害対策本部室 

出席者 鈴木市長，和田副市長，宮治副市長，岩本教育長 

（政策会議委員） 

総務部長，企画政策部長，財務部長，防災安全部長，市民自治部長，生

涯学習部長（欠席），福祉部長，健康医療部長，保健所長（テレビ会議

参加），子ども青少年部長，環境部長，経済部長，計画建築部長，都市

整備部長，道路河川部長，下水道部長，市民病院事務局長（テレビ会議

参加），消防局長，教育部長，議会事務局長，監査事務局長，農業委員

会事務局長，選挙管理委員会事務局長 

議 事 

 

（１）議題（審議事項） 

１ 令和３年度第１回公共資産活用等検討委員会について（企画政策

部） 

（２）報告・情報提供等 

ア 令和２年度人事評価結果及び今後の見直しについて（総務部） 

イ 静岡県豪雨災害（仮称）に伴う緊急消防援助隊活動報告について

（消防局） 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 議事 

（１）議題（審議事項） 

１ 令和３年度第１回公共資産活用等検討委員会について 

（説明者：企画政策部長） 

□企画政策部長から，資料１～参考資料に基づき概要説明が行われ

た。 

≪内容≫ 

 「藤沢市公共資産活用等検討委員会」において，検討及び審査した

結果を報告するもの。 

≪主な意見等≫ 

 なし。 

≪結果≫ 

  了承。 

 

（２）報告・情報提供等 

ア 令和２年度人事評価結果及び今後の見直しについて 

□総務部長から，資料～資料６に基づき概要説明が行われた。 
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内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪内容≫ 

令和２年度の人事評価結果の分析・検証及び今後の見直しに向けた

進め方について報告するもの。 

≪主な意見等≫ 

〇部内で説明するに当たって，確認したい。資料４と資料６の見方

についてだが，人数を見ると違いがある。表の見方を教えてほし

い。 

⇒ご質問の内容は，資料４の一番右の合計の職員数と資料６の合計の

職員数の違いでよいか。 

〇資料４で，例えば令和２年度の部長級の人数を見ると，Ａが１人，

Ｂが９人となっている。一方で，資料６で，令和２年度の部長級の

人数を見ると，A が１人，B が７人となっている。この違いがよく

分からないという質問である。 

⇒資料４については，令和２年度に評価をした実数の数値を記載して

いる。資料６については，実際の６月の勤勉手当の影響額となって

おり，退職された方の数は抜いている。実際の給与反映ということ

で，今年度の６月期給与反映額と１２月期の想定額として見込みで

算出している。したがって，退職者の数字が入っていないものであ

る。 

〇総務部長からも説明があったが，部局間での評価のばらつきをより

少なくするというのは，非常に重要なことだと思う。もう一つお話

のあった，評価点の高止まりについても問題と捉えているように聞

こえたのだが，この部分については，評価が高止まっていることが

問題なのか，給与反映の仕方が問題なのか，そこをきちんと捉え直

す必要があるのではないか。本市においては，元々人事評価制度を

使って，職員のモチベーションの向上や組織目標の達成を目指すと

いう方向だったと思うが，そうした流れで考えると評価が高止まり

するというのは決して悪いことではない。ただ，もし評価のバラン

スが悪くて高止まりしてしまっているのであれば，それは問題だと

思う。自治体の評価，給与反映の仕方などのレベルを変えることに

よって，その部分の見直しもできる。そもそも，給与を上げること

が目的ではない。人事評価制度によって，職員のモチベーションを

上げるだとか，組織目標を達成することが，最近忘れられているよ

うな気がする。そうした点も含めて推進していければと思う。 

 

イ 静岡県豪雨災害（仮称）に伴う緊急消防援助隊活動報告について 

□消防局長からの概要説明については省略。 

≪内容≫ 

７月３日から７月１２日までの間，静岡県熱海市にて活動した，緊
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内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急消防援助隊第１次派遣隊から第４次派遣隊における活動報告に

ついて，情報提供を行うもの。 

≪主な意見等≫ 

 なし。 

 

４ その他 

〇昨日，福祉部から急遽資料の追加提出があった。「（仮称）希望者

を“誰一人取り残さないための”ワクチンナビ～支え合いの地域づ

くりに係るワクチン接種～（案）」というものだが，これはまだ確

定版ではないということで，今回資料の説明はないと伺っている。 

⇒コロナワクチンの接種を希望されている方で，さまざまな事情でな

かなか接種できない方に対しての周知と何らかのお手伝いをさせ

ていただこうという形で，現在各部局の協力のもとで計画を進めて

いる。今回は，あくまで例としてこうした事業があるということで

お示しし，これから各課等と調整を進めさせていただく。この資料

をご覧いただき，記載のある部局以外でも，こうしたことができる

というものがあれば，ご一報いただきたい。できるだけ全庁的に対

応していきたい。こういう時期なので，なかなか人手を掛けること

はできないので，できることを積み重ねてコーディネートしていき

たい。希望される方は誰一人取り残さないということで対応してい

きたいと思っているので，ご協力をお願いする。 

〇既に新型コロナウイルス感染症対策本部会議の委員へお伝えして

いるが，本日神奈川県，千葉県，埼玉県の３県で緊急事態宣言の要

請を協議する会議が開催される。それを受けて，明日３０日，政府

の新型コロナウイルス対策本部会議が開催される予定である。３県

としては，現在のところ緊急事態宣言の発出を政府に要請していく

想定であると伺っている。このような状況なので，本市の対策本部

会議の開催も３０日の夜か，週末になるか，調整中である。冒頭，

市長からも市内の感染状況も急激に伸びているというお話もあっ

たように，今後も皆様のご協力をお願いすることもあるかもしれな

いが，よろしくお願いする。 

５ 閉会 

 


